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TablelMeasurementsofBqyZjsascαﾉﾌﾞｓ

ｃｏＪ"ｍ"α,ﾌﾟｓ（ｍ、）
緒論

1977年４月横浜市立野毛山動物園に飼育されていた輸

入後間もないスカンク（ＭとpA伽？'zゆん伽）１頭が死亡

した．剖検の結果死因は脂肪過多による心不全であった

が，小腸内より雄虫４隻，雌虫３隻の線虫を検出した．

これらの線虫を光学顕微鏡及び走査電子顕微鏡により形

態学的に詳細に観察したところ,いずれもＢａ､ﾉZisasca7-is

CoZz"""αγｉｓ（Leidy，1956）Sprent，1968と同定された．

本種については外国には多くの報告があるが，わが国で

は初めての報告である．
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0.070-0.080×
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＊Distancefromanteriorendofbody

＊＊Distancefromposteriorendofbody

間は細い溝により境されている．各小葉の前縁寄りに１

コずつ総計６コの小孔が存在する．背唇の左右両端に１

コずつの二重乳頭があり，亜腹唇には腹側寄りに１コの

二重乳頭と背側寄りに大小の単乳頭が２コ，それぞれ間

隔を置いて並ぶ．口唇の二重乳頭は表面に盛り上り，外

方寄りの端にハート形の隆起が接続している．亜腹唇の

単乳頭２コのうち，内側のものは大きく楕円形を呈し

盛り上り，表面にはこまかな窪みが刻まれている．他の

小乳頭は突出し，中央に孔が見られる．口唇外縁と内縁

との間は深い溝になっており，内側縁から小歯が－列に

並んで外方に向って生えている．歯の形は円錐形を呈

し，根元が太く，中央はやや内方に曲り，先端が尖る．

小歯の中には欠損,磨滅,奇形のものが見られる．口唇外

縁部の，小歯の当たる所に細長い縦のくぼみが列状に並

んで見られる．これは虫体が栄養物摂取の為，口唇外縁

虫体は１０％のホルマリン水に固定されていた．頭部は

先端より３ｍｍ,尾部は５ｍｍのところより切断し，２．５

％のグルタールアルデヒドに２～３時間浸漬し，次で蒸

溜水にて洗糠した後，１％のオスミック酸にて１時間固

定した．固定した材料はアルコール系列による脱水後，

酪酸イソアミール液中に30分浸潰した．この材料を更に

日立臨界点乾燥装置HCP-1で乾燥し，試料台に銀ペス

トで貼りつけ，真空蒸着装置の中でカーボン，金の二重

蒸着を施し，MSM-4型で観察した．外部形態の光学的

観察には実体顕微鏡を使用し，更に各部位の計測にはラ

クトフェノール液で透徹した標本を用いた．

成績

虫体の計測はＴａｂｌｅｌに示した通りである．

虫体は小型で，頭部の中央に口が開き，１コの背唇と

２コの亜腹唇に囲まれ，問唇はない．各口唇前線の切れ

込みは極めて浅く，個々の小葉は背面に盛り上り，小葉
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と内縁の問にある溝に宿主の腸粘膜を吸引又は膠着させ

ていわゆる一種の咀囑運動をすることによって生じた痕

と看倣される．他の回虫類にも共通して見られる．口腔

は三角形を呈し，中央に食道が開く，内壁には多数の横

ヒダが走っており，中央に縦の一条の細い溝がある．腔

底の三角状をなした各尖端部に１コずつ計３コの孔が存

在する．各口唇基部の外縁周囲に小孔が散在して見られ

る．頭部下方の左右に翼が発生し体側を走っている．角

皮は輪状構造を呈し，輪線は太い．

雄虫：体は６５～85×1.5～1.68ｍｍ，食道長は3.3～

3.8ｍｍ，神経輪は頭端から0.45～0.60ｍｍに位置す

る．尾端は腹側に曲り，先端は尖る．cloacaは尾端よ

り0.36～0.4ｍｍにあり，その前後は丘状に盛り上り,前

部の小乳頭状突起の長いヒダは弓状に７列並んでいる．

後部には10数列の広いヒダが下方へ伸びている．尾部乳

頭はcloaca前の腹面に37～40対の単乳頭が左右各１列

に縦に並んでいる．cloaca近くでは等間隔で配列して

いるがcloacaを離れると不規則な間隔で並ぶことが多

く，列から外れているものも見られる．またcloaca前

の小乳頭列の前端の正中線上に跨り大きな二重乳頭１コ

が存在する．cloaca後方の乳頭は左右１列に５コずつ

計10コが認められ，うちcloaca直後に左右１コずつの

二重乳頭があり，またこれより離れて後方に二重乳頭１

対がある．残り３対は単乳頭で，ほぼcloacaと尾端の

中央部を占める．しばしば乳頭には変形，欠除したもの

などが見られる.交接刺は２本あり，ほぼ等長で長さ０．４０

～0.50ｍｍ，円柱状で末部はやや細く，先端は鈍円に終

り，そこに裂状の小孔が開いている．

雌虫：体は85～120×1.8～2.0ｍｍ，食道長3.5～3.9

ｍｍ,神経輪は頭端から0.5～0.8ｍｍの所にある．尾部

は次第に細くなり鈍円に終る（釦状）肛門は尾端より

0.8～0.84ｍｍの位置にあり，肛門直後は平坦で指紋状

の模様が見られる．陰門は頭端より２０～23ｍｍの腹面

にやや盛上って開口し，開口部はほぼ円形を呈し，内壁

面には小孔が散在する．尾端より0.1～0.2ｍｍの両側

面にphasmidが１コずつ存在する．phasmidialpore

の中央は大きな凹みがあり，周縁に数コの乳頭が見ら

れる．虫卵は卵円形を呈し，大きさ0.070～0.080×

0.060～0.068ｍｍ、卵殻表面はギザギザした膜様構造を

呈する．

．，亜腹唇には１コの二重乳頭と２コの小乳頭がある．

雄虫のcloaca前後の小突起列，交接刺の長さ，雄虫の

尾部乳頭数および配列状態，雌虫の肛門及び陰門の位

置，虫卵の大きさと卵殻表面の構造，更に宿主がスカ

ンクである事などによりＢａｈｙ"ｓａｓｃａｒ/SCO/z"""αγ/Ｓ

(Leidy，1856）Sprent，１９６８の形態像とよく一致して

いるので同種と判断された．しかしながら従来の報告に

記載されていない，口腔底に見られる３コの孔の存在，

口唇二重乳頭の形態，口唇基部の外縁に散在する小孔，

翼の存在，cloaca前二重乳頭，雌虫尾部のphasmidial

poreの存在等について新たに解明したので，これらの

知見を増補する．

本回虫は1856年Leidyスカンクより採取した線虫を

ＡＳＣαγｉｓｃｏ肱加"Ｍｓと命名したのが初めてである．

GoodeyandCameron（1923)，Wilkie（1930)，Ｍｏ‐

rozov（1939）らはスカンクより得たＡ、ＣＯ〃"''２αγｉｓ

の形態学的構造に関しそれぞれ報告している．その後多

くの人により報告されているがSprent（1968）は本虫

を精査してＡｓｃａ７ｉｓ属に入れるべきでなくＢａ<y/ｉｓａｓ‐

cα，-ｉｓ属に変更するのが妥当と判断し，Bqy"sascaris

co〃'""αγｉｓ（Leidy，1856）と呼称しているので著者も

Sprentの分類に従ってこの名称を用いた．

結論

横浜市野毛山動物園に飼育中のスカンク１頭が死亡し

たので剖検したところ，死因は心不全であったが，小腸

より数隻の線虫を検虫した．観察の結果，本虫をＢａ‐

yZisasca7-iscoZ"'""αγiｓ（Leidy，1856）Sprent，１９６８

と同定した．なお従来の報告に未記載の２，３の知見を

新たに増補した．
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5 Abstract

SCANNING ELECTRON MICROSCOPY OF AN ASCARID BAYLISASCARIS

COLUMNARIS (LEIDY, 1856) SPRENT, 1968 FROM A SKUNK

Shigeru KIKUCHI and Tomoo OSHIMA

{Department of Parasitology, School of Medicine, Yokohama City University,

Yokohama City, Japan)

A skunk Mephitis mephitis, kept in the Nogeyama Zoo of Yokohama City, died soon after

being imported into Japan. Its death was made clear by autopsy to be caused by heart disorder,

and 4 male and 3 female nematodes were detected from the small intestine. The parasites were

examined photo and electron-microscopically.

The nematodes have three lips around the mouth, the dorsal lip being provided with

a pair of double papillae and the sub-ventral ones with one double papilla and two single

papillae.

This nematode parasites were identified as Baylisascaris columnaris (Leidy, 1856) Sprent,

1968, from the host species of skunk and from the following morphological features : the

presence of the digitate appendages anterior and posterior to the cloacal opening, length of

the spicules, number and arrangement of the caudal papillae of male, sites of the vulva and

anus in female, and size and superficial structure of egg-shell. The present examination revealed

additionally the presence of three pores situated at the vertices of sub-triangular bottom

structure of oral cavity, of small pores scattering over the base of lip, of the alae along the

sides of body, of a double papillae situated on the median line in front of cloacal opening, and

of the phasmidial pore in the tail of female ; and all of these features had not been described

by other investigators.

( 34 )
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Scanningelectron-micrographyofBqyJisascα”ｓｃｏｍ"z"αγis・

Ｌｉｐｓａｎｄａｌａａｌｏｎｇｔｈｅｓｉｄｅｏｆｂｏｄｙ，lateralview、１００×

Lips，ｅｎｆａｃｅｖｉｅｗ，２００×

Threeporessituatedonthebottomoforalcavity、４００×

Doublepapillaondorsallip、400×

Denticularrowofsubventrallip、４００×

Denticularrowofsubventrallip、４，０００×

Singlepapillaofsubventrallip、400×

Smallporesscatteredonthebasalpａｒｔｏｆｌｉｐ、1,400×

Ａｌａａｌｏｎｇｔｈｅｓｉｄｅｏｆｂｏｄｙ，２００×

Cuticulaofbodywal１．２，０００×

Tailpapillaeofmale、１００×

Papillaeposteriortocloaca700×

Digitateappendagesanddoublepapillaanteriortocloaca、２，０００×

Digitateappendagesposteriortocloaca，１，０００×

Figs1-8Scanningelectron-micrographyofB（

Ｆｉｇ．１Ｌｉｐｓａｎｄａｌａａｌｏｎｇｔｈｅｓｉｄｅｏｆｂｏｄｙ，］

Ｆｉｇ．２Lips，ｅｎｆａｃｅｖｉｅｗ，２００×

Ｆｉｇ．３Threeporessituatedonthebottomo

Fig4Doublepapillaondorsallip、400×

Ｆｉｇ．５Denticularrowofsubventrallip、４０（

Ｆｉｇ．６Denticularrowofsubventrallip、4,0

Ｆｉｇ．７Singlepapillaofsubventrallip、400〉

Ｆｉｇ．８ｓmallporesscatteredonthebasalpa］

Ｆｉｇ．９Ａｌａａｌｏｎｇｔｈｅｓｉｄｅｏｆｂｏｄｙ，２００×

Fig1OCuticulaofbodywal１．２，０００×

Ｆｉｇ．１１Tailpapillaeofmale、１００×

Ｆｉｇ．１２Papillaeposteriortocloaca、700×

Fig13Digitateappendagesanddoublepapill

Fig14Digitateappendagesposteriortocloac

Figl5Vulva、４００×

FigJ6Tailoffemale、100×

Ｆｉｇ．１７PhasmidialporeoffemaletaiL400×

Ｆｉｇ．１８Eggs、７００×
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